
　国の経済対策を踏まえ、物価高騰の影響を
受ける生活者・事業者への支援や災害に強い
県土づくりなど、早急に対策が必要とされる
経費を計上した補正予算が審議されました。
（物価高騰対策に関しては追加の補正予算が
予定される）
　なお、佐賀関地区の大火災関連に要する費用
は、当面の間は現行予算で対応していきます。

＜補正後の一般会計予算＞
補正額の合計：� ２２，１７９，２４４千円
既決予算額：�７１３，９２７，２２４千円
累計予算総額：�７３６，１０６，４６８千円

＜事業概要＞＊主な事業を抜粋（事業費は累計額）
物価高騰対策
１．�物価高騰対応プレミアム�
商品券支援事業
　物価高騰の影響を受ける生活者の家計
負担を軽減するため市町村と連携し、プレ
ミアム商品券を発行する商工会・商工会議
所等を支援する。
・プレミアム率 30％（県20％、市町村10％）
・発行規模 150億円程度（市町村の上乗せ含む）

【２，７２１，０００千円】
２．�ＬＰガス等価格激変緩和対策事業
　エネルギー価格の高騰により影響を受け
るLPガスの一般消費者等や特別高圧契
約で受電する中小企業等に対し支援する。�
（令和８年１月～３月分）

・LPガス　1,866円／契約
・特別高圧　�１月～２月：2.3円／kWh�

３月：0.8円／kWh
【１，２４７，４４０千円】

３．�中小企業等省力化・生産性向上支援事業
　人手不足対策に向けた省力化や生産性
向上を図るため、中小企業等が行うロボット
やデジタルツール等の導入に要する経費に
対し助成する。
・対　象：�国の中小企業省力化投資補助

金又はＩＴ導入補助金の採択を
受けた事業者　

・補助率：通常枠 2／3、賃上げ枠 3／4
【１５５，０００千円】

４．�県産食材県内消費拡大緊急対策事業
　県産食材の認知度向上と県内消費�
拡大を図るため、食材費高騰の影響を�
受けている学校給食での県産農林水産�
物の購入経費を助成するとともに、出前講
座等を実施する。（３回）�【８８，４５８千円】
災害に強い県土づくり
５．国土強靭化対策公共事業
　災害に強い強靱な県土づくりを加速さ
せるため、河川護岸の改修や砂防施設の
整備、ため池の耐震化や治山ダムの建設
等に集中的に取り組む。　
・土木建築部関連　２３事業
・農林水産部関連　１５事業

【１４，９９０，３７４千円】

新
し
い
年
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。
旧
年
中
に

賜
り
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
、

心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
末
、
平
成
以
降
で
最
大
規
模
の
大
火
災

が
佐
賀
関
地
域
で
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

早
期
の
生
活
再
建
と
復
旧
・
復
興
を
願
う
と
こ

ろ
で
す
。（
裏
面
「
竹
の
子
記
」
に
関
連
内
容
を

記
載
）

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
持
続
的
な
賃
上
げ
や

年
金
の
底
上
げ
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
政
府
の

経
済
対
策
が
過
度
な
イ
ン
フ
レ
を
招
き
か
ね
な

い
と
の
懸
念
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
、

こ
う
し
た
経
済
環
境
を
的
確
に
見
極
め
つ
つ
、

県
民
生
活
の
安
定
と
地
域
経
済
の
活
力
を
い
か

に
両
立
さ
せ
る
か
が
、
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）」
で

す
。「
丙
」
は
陽
が
勢
い
よ
く
成
長
す
る
こ
と

を
表
し
、「
午
」
は
活
力
と
前
進
の
象
徴
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
内
外
の
情
勢
は
依
然
不
確
実

性
を
伴
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
大
分

に
は
新
た
な
可
能
性
が
広
が
り
、「
明
る
い
展

望
の
年
」
と
な
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

私
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
心
も
体
も
生
活
も
総
じ
て„
よ
い
状
態„

）

を
い
か
に
高
め
、
暮
ら
し
の
質
を
向
上
さ
せ
て

い
く
か
と
い
う
視
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
地

方
創
生
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
大
分
が
力

強
く
前
進
で
き
る
よ
う
発
言
を
続
け
て
い
く
所

存
で
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満

ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
六
年
　
元
旦

振り返る2025年

１１月月
▷大分県警年頭視閲式、宇佐国東半島および阿蘇・高千

穂・別府の魅力公開フォーラム（別府市）、けんしん
大学「生命の基本である細胞を見つめなおす」（松井 
智浩 氏：日本文理大学保健医療学部教授）ほか

▶在日米軍基地の整理・縮小と日米地位協定の抜本的
見直しを実現する日出生台集会（玖珠町）
昨年１月に英陸軍と自衛隊による共同訓練が初めて
大分県で実施された。続く
２月からは日米共同訓練が
行われるなど、軍事演習の
拡大・恒常化が強く懸念さ
れる。

２２月月
▷大分政経懇話会「Ｚ世代の実態―ビジネスをめぐる若

者のリアル」（舟津 昌平 氏：東京大学大学院経済学
研究科講師）、県警ふれあいコンサート、内外情勢調査
会「人口減少社会を考える―未来への責任」（山崎 史
郎 氏：内閣官房参与）ほか

▶県知事による当初予算案説明
新年度予算案の考え方と主
な事業概要について、知事
から県議会各会派への説明
を受ける。

３３月月
▷連合大分「未来づくり春闘3.1総決起集会」、第１回定

例県議会、自治労春闘街頭宣伝活動ほか
▶日韓国交正常化60周年記念事業「ライフル射撃日韓

親善試合大分大会」（由布市：県立屋内競技場）
県のスポーツ合宿誘致の取
組。韓国から金メダリスト
２人、銀メダリスト１人が
来県。本県出身のパリ五輪
出場の野畑選手も参加。

４４月月
▷大分政経懇話会「東京一極集中の是正と地域活性化

のジレンマ」（金子 光 氏：慶應義塾大学上席所員）、
第96回メーデー大分県中央大会ほか

▶県民クラブ県外調査（東京都→千葉県柏市・匝瑳市
→茨城県水戸市）
首都圏からの地方移住の相談窓口となる「ふるさと
回帰支援センター」を訪問。
そのほか、「柏の葉スマー
トシティ」、「ソーラーシェ
アリング」等を調査。

５５月月
▷農林水産委員会県内所管事務調査、大分政経懇話会
「トランプ関税と日本経済～物価高、地方経済への影
響は？～」（熊野 英生 氏：第一生命経済研究所経済
調査部主席エコノミスト）、大分地
方気象台視察ほか

▶警察本部交通規制課交通管制セン
ター視察
県警所管の「交通管制センター」
を視察。室内には各放送局のブー
スが設置され、ラジオ等で「◯◯交
差点で◯ kmの渋滞」との放送は
こちらの画面を見て実況される。

ウウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

飛飛
躍
の
機
運
高
ま
る
年

躍
の
機
運
高
ま
る
年

物価高騰対策（第一弾）等を実施物価高騰対策（第一弾）等を実施
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公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊ＱＲコードからお友達登録を
  よろしくお願いします。

県民クラブＨＰはコチラ
　https://kenmin-club.com/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！

佐
賀
関
の
大
規
模
火
災

の
あ
っ
た
地
域
は
、
漁

師
町
特
有
の
住
宅
密
集

地
域
で
高
齢
化
率
も
高

い
地
域
で
し
た
。
折
し

も
強
風
が
吹
き
荒
れ
火
は
瞬
く

間
に
燃
え
広
が
り
、
約
百
八
十

棟
が
焼
失
す
る
甚
大
な
被
害
で

し
た
▼
猛
火
が
迫
る
な
か
、
近

隣
住
民
は
声
を
掛
け
合
い
、
公

民
館
へ
避
難
し
ま
し
た
。
住
宅

再
建
な
ど
復
旧
は
こ
れ
か
ら
で

す
が
、
長
期
の
避
難
生
活
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
大
切
な
住
家
を
失
っ
た

被
災
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
避
難

所
環
境
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
▼
ト
ル
コ
地
震
で

は
、
仮
設
住
宅
が
で
き
る
ま
で

避
難
所
と
し
て
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢

者
や
障
害
を
持
つ
方
な
ど
が
優

先
で
乗
船
し
た
そ
う
で
す
。
船

で
は
寝
室
、
浴
室
や
ト
イ
レ
が

与
え
ら
れ
、
被
災
者
は
レ
ス
ト

ラ
ン
で
食
事
が
で
き
、
診
療
所

も
利
用
で
き
ま
し
た
▼
熊
本
地

震
や
能
登
半
島
地
震
で
の
避
難

所
生
活
は
苛
烈
な
も
の
で
し

た
。
こ
の
教
訓
か
ら
、
い
ざ
大

災
害
と
な
れ
ば
、「
移
動
型
避

難
所
」
と
し
て
大
型
客
船
を
避

難
船
と
し
て
確
保
で
き
る
対
策

を
講
じ
る
よ
う
県
議
会
の
代
表

質
問
で
発
言
し
ま
し
た
。
政
府

は
大
災
害
時
に
け
が
人
を
治
療

す
る
た
め
に
病
院
船
を
運
用
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
被
災
者

の
苦
難
を

考
え
避
難

所
と
し
て

も
活
用
す

べ
き
で
す
。

竹の子記

６６月月
▷大分県遠隔教育配信センター施設見学会、第２

回定例県議会、地域共生社会とウェルビーイン
グを考える会　関愛会アカデミー講演会「強み
とやる気の源泉をどう自覚し磨くか」（太田 雄
介 氏：㈱はぴテック 代表取締役 CEO）ほか

▶大分港大在西地区
複合一貫輸送ター
ミナル供用式
トラックドライバー
不足の影響から、輸
送手段が海運へシ
フトしている。大
分港から関東方面
への貨物車輌も急増しており、大型船も着岸で
きる新たな埠頭用地が完成。

７７月月
▷大分政経懇話会「石破政権と参院選の展望」（中

央大学法学部教授：中北 浩薾 氏）、大分県戦没
者追悼式（別府ビーコンプラザ）、第75回 “ 社会
を明るくする運動 ” 大分市推進大会、広域交通
ネットワーク特別委員会県外所管事務調査（北
九州市、福岡市、佐賀市、長崎市）ほか

▶2025連合平和行動 in 大分
昨年は戦後80年の節目の
年。連合大分のピースフ
ルアクションに参加し、
車上から街頭演説をしま
した。核兵器廃絶、在日
米軍基地の整理・縮小、
日米地位協定の抜本改
正、北方領土返還などに
ついてマイクを握り訴え
ました。

８８月月
▷大分政経懇話会「大分のスポーツ資源を活か

すために」（尚美学園大学名誉教授：佐野 慎輔 
氏）、農林水産委員会県外所管事務調査（滋賀県、
愛知県）ほか

▶夏休みは県議会
に行こう！ 
夏休み子ども 
議会見学
県内各地の小学
生とテーマ（住
みやすくキレイ
な大分県）を設けて意見交換。素朴な質問が連
発され各議員は緊張。

９９月月
▷大分政経懇話会「日本にとって米国とは何か？

アメリカに深く包み込まれた日本の日常」（東
京大学名誉教授：吉見 俊哉 氏）、県立爽風館高
校視察・調査、第76回大分県民スポーツ大会総
合開会式（別府市）ほか

▶第３回定例県議会
一般質問で登壇。ウェ
ルビーイングの推進、大
友宗麟公生誕500年に向
けた取組、関係人口の創
出・移住支援、物流拠点
の強化等について発言。

1010月月
▷大分大学ホームカミングデー、大友氏顕彰

フォーラム in 大分、由布市のこれからの地域づ
くりを考える（由布市）、ツール・ド・九州（佐
伯市）ほか

▶議会運営委員会県外調査（愛媛県、高知県）
南海トラフ巨大地震発生に備えた議会運営につ
いて調査。津波の
早期到来が予想さ
れる高知市の海岸
付近には、津波避難
タワー等が12箇所
設置。（写真は高知
市議会議事堂）

1111月月
▷大分みなと祭り、出前県議会 in 豊肥地区（竹田

市）、会派県外調査（富山県庁、長野県信州千曲
観光局、国会議員会館）、well-being フォーラ
ム（地域共生社会とウェルビーイングを考える
関愛会アカデミー）ほか

▶都道府県議会議員研究交流大会（東京）
共通する政策課題等についての情報や意見の交
換を行う。地方分
権の時代に即応し
た議会機能の充実
と活力に満ちた地
域づくりをめざす。

1212月月
▷第４回定例県議会、広域交

通ネットワーク特別委員
会、中九州横断道路広域シ
ンポジウム（竹田市）ほか

▶大分県飲酒運転根絶フェア
「飲酒・酒気帯び」運転は
何があろうとも厳禁です。
飲み会の翌朝の運転前には
念には念を入れてアルコー
ルチェックを。

１
物価高騰への対応と�
持続的な賃上げの実現
・�物価高騰への対応と賃上げ�
支援策の一体的な展開
・地域経済の発展、産業の振興

　長期化する物価高騰への対応と持続的
な賃上げの実現が求められている。また、
事業承継難や中堅企業の不足、半導体分
野での人材不足が課題となる一方、自動
車産業では生産拡大が見込まれる。その
ため、物価高騰対策や賃上げ施策の一体
的展開を進め、事業承継や中堅・100億
企業の創出支援、ものづくり産業の競争
力強化を通じて、賃上げ実現に取り組む。

●生産性向上・省力化投資支援
・DX、AI の活用促進

●価格転嫁支援
・改正下請法の周知

●経営基盤強化支援
・�事業承継の促進、中堅・100億円�
企業の創出

●ものづくり産業の競争力強化
・�半導体企業と�
教育機関のマッ
チングの支援
・�企業ニーズに
応じた産業用
地整備

1 １
大阪・関西万博等から�
ひろがるおおいたの未来
・観光・魅力発信
・未来社会の実現
・国際交流の深化

　大阪・関西万博は、多くの来場者
で賑わうなど成功を収め、本県も観
光誘客や関連イベントを通じ魅力発
信に取り組んできた。今後はこの成
果を活かし、観光の成長産業化と全
庁プロモーションの強化、未来社会
の実現に向けた挑戦、国際交流の深
化を進めていく。

●�持続可能な観光地域づくりの推進
・�観光産業の高付加価値化に取り
組む事業者への伴走支援
・�国、地域ごとのニーズに応じた誘客

●�経済・文化・教育など幅広い分野
での海外との交流促進
・�海外の成長市場の取り込みに向
けたプロモーションの実施

●�未来への挑戦
・�空飛ぶクルマの
社会実装に向け
た取組の推進

3

１
新たな被害想定を踏まえた
県土強靱化と危機管理の強化
・�大規模災害への備え
・強靱な県土づくり
・危機管理・災害時要配慮者支援

　南海トラフ地震をはじめ、洪水や土砂災
害など頻発・激甚化する自然災害への対
応のほか、災害時の水確保やインフラ老朽
化、要配慮者支援など課題は多い。その
ため、新たな地震被害想定を踏まえた防災
対策や強靱な県土づくりを進めるととも
に、災害時の支援体制を強化し、災害死ゼ
ロを目指して県民の命と暮らしを守る。

●�新たな地震被害想定を踏まえた防災
対策の強化
・�南海トラフ地震臨時情報発表を想
定した対策の検討

●�大規模災害に備えた防災対策の推進
・�孤立集落対策や被災者支援、応援
受援体制の構築など

●�強靭な県土づくりの推進
・�流域のあらゆる関係者と協働する
流域治水の推進
・�インフラの老朽化対策と適切な維
持管理の推進

2

新年度の県政重点方針新年度の県政重点方針
長期総合計画「安心・元気・未来創造ビジョン 2024 ～新しいおおいたの共創～」の着実な実行を図るため、
知事は県政重点方針を示して新年度の予算編成を進めています。なお、今後示される予算案は佐藤県政１期目
の最終年度のものであり、その内容は大きく注目されます。

半導体関連企業による
台湾商談会 in 台北

4
３つの日本一への挑戦
・子育て満足度日本一
・健康寿命日本一
・障がい者活躍日本一

5
安全・安心・共生社会
おおいたの構築
・多文化共生・地域共生
・地域の安全・安心

6
人材の確保・育成・定
着の促進
～選ばれるおおいたの実現～
・�多様な人材が活躍できる
環境づくり
・産業を支える人づくり

7
元気な農林水産業�
～�元気な担い手の育成、
産地の形成 ～
・経営体の生産性向上
・産地・地域の生産性向上

8
世界をつなぐスポーツ、
心を動かす芸術文化によ
るおおいたの元気づくり
・スポーツの振興
・芸術文化の振興
・アクセスの改善

9

交通ネットワークの�
充実とまちの魅力向上
・広域交通の充実
・空港・海上交通の充実
・�生活交通・物流サービス
の充実
・まちの魅力向上

10
環境先進県おおいた
の実現
・持続可能な環境づくり
・GXに挑戦する企業の後押し
・ZEB化等の推進
・豊かな自然の魅力発信

11
未来を拓くDXの推進
・暮らし
・産業
・行政

12
「教育県大分」の創造
・学校の魅力向上
・遠隔教育大分モデルの推進
・安全・安心な教育環境の構築
・教員の負担軽減・人材確保


